
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































社⼤福祉フォーラム 2019（第 58 回⽇本社会事業⼤学社会福祉研究⼤会） 
 
                     日時：２０１９年６月２３日（日） 
                     場所：日本社会事業大学講堂 
 
基調講演 『 命と向きあう 』 
                        
社会福祉法人 慈愛園 




１． 社会福祉法人 慈愛園１００年を迎える 
 
１）創立 1919 年 創立者モード・パウラス女史 
   時代的背景・・・米騒動（1918 年） 
           ・もはや恤枚規則（1874 年）の限界 
           ・方面委員制度の始まり 
   対象・・・・・・餓死寸前の乳児の枚出 
           売られる女児・男児、棄児、棄老、疾病者、放浪者 等 
２）宣教師モード 29 歳の時来日 
     「 信仰は行為を伴わなければ死んだも同じ 」そこに必要があるという認識が 
社会事業を実施していく原点     慈善から社会事業へ  
  ３）関東大震災、第二次世界大戦 
  ４）バックボーン 
     キリスト教 南北戦争後の奴隷の存在、人権、差別、人間の尊厳を学ぶ、 
     アメリカで学んだ先進的学問裏づけていた知識・・・大舎制による弊害（1797 年）     
     にはすでに指摘、1817 年ハートフォードろうあ者専門学校教育 
     1909 年 第 1 回白亜館会議、1917 年リッチモンドの「社会診断」心理学、社会学、 
     実践社会学を学んだ。 
















  １）胎内生活 280 日の旅は哺乳動物が辿った 1 億 3000 万年の進化の旅 
 
  ２）出産は革命的変化であり生涯最大の危機の瞬間（故 山内逸郎 著「新生児」 
 
  ３）誕生 
    そして最後の腹圧（りきみ）で、しぼり出されるように全身が出てくる 
    一瞬虚空をつかむ、腕いっぱいに、広げてもがく、顔をしかめて、 
    しゃくり上げながら息を大きく吸い込む・・・始めての息だ。 
    次の瞬間、それを吐き出す。そのとき強い産声が上がる。生まれたのだ。 
    さあ 呼吸するのだ。生きるのだ！ 
    誰の目にも安堵と満足。抱き上げられ始めての母子の出会い。 
    こうしてひとつの人生がはじまる。 
    だれもが願う、この子の幸せ。誰もが、望む豊かな未来。 
                            （故 山内逸郎 著） 
  ４）愛着関係 
    生まれた赤ちゃんが持つ未熟性の中にある可能性、可塑性を導く力。 
    ヒトが人間になるための最も重要な絆。 
    基本的信頼関係、安心感。行為としては、不快を快にしていく。五感による交流。 
 
  ２．第二の胎盤 
   



















  １．社会的排除の増大と深刻化 
 
   １）虐待 
      経済的困難、不安定な就労、親族・近隣・友人からの孤立 
      ひとり親、育児疲れ、育児嫌悪、拒否、夫婦不破、葛藤、ＤＶ、 
      劣悪な住・食・衛生環境 等 
 
      児童相談所が 2017 年度に対応した虐待件数 13 万 3778 件 
      （1990 年の統計開始以来 連続で増加 心理的虐待、身体的虐待、ネグレクト 
       性的虐待、  ＊面前暴力による影響） 
  
  ２）殺人（Ｈ１９．６．６ Ｋ紙報道） 
      2018 年 親族殺人 418 件（殺人事件全体 886 件）47.2％ 
          介護、看護疲れ 31 件（7.3％）   子育ての菜焼き 17 件（4.1％） 
 
   ３）孤独 
      孤食  ほとんど毎日・・・11％ 週の半分以上・・・15％ 
 
   ４）引きこもり 
      40 歳以上 61 万人 
      ニート（15 歳～39 歳）  54 万人 
      住居のない人々（路上生活、ネットカフェ、ホームレス） 
      所得格差・貧困・新たな人権侵害（ネット依存症） 

















 Ⅳ 未知の時代の到来 
 
  １．人口減少、少子高齢、同時進行の日本 
  
    現状  総人口  1 億 2649 万人 
             14 歳以上       1,547 万人（12.2％） 
             15～64 歳       7,551 万人（59.7％） 
             65 歳以上       3,551 万人（28.1％） 
                 70 歳以上      初めて 20％を超す 
             100 歳        69,785 人（女 61,454 人） 
                            （男 8,331 人） 
     ◦人生 100 年時代を生きる 
             高齢人口の高齢化 
             合計特殊出生率  1.4 台（静止人口 2.07） 
             少子・多死時代 
             支え手減少社会 
             低経済成長社会 
 
  ２．フランスの人口学者 エマニュエル・トッド氏 
      ―  日本の状況は「黒船」より脅威を迎えている  
         ・社会経済システムの再構築 
         ・医療・教育・公共建造物の老朽化及び機能改善・交通・市場の変容 
 
  ３．人口の登り坂で構築された社会システムは下り坂社会では機能することに困難 
 
４．めざましい進展の中に生きる、私たち 
  ＡＩ、ロボット工学、センサー技術、ゲノム、バイオマテリアル革命の時代 
  「ＡＩ」・・・ダン・ブラウン氏（ダウィンチコードの作者） 





   ①家族の多様性の理解 
   ②子を愛せない親の存在 
   ③一人親を巡る貧困 








   １．本大学のソーシャルワーク理論に開拓性、創造性、何より 命の学びをー 
 
 ２．福祉新聞 2019 年 6 月 17 日付 リレー随想 
            （川口 正義 氏のソーシャルワークとは） 
３．覚悟が問われる 
   
 ４．家族、子育て支援 
  
  ５．血縁から社会的縁へ 
 
   ６．リッチモンドの『告別の言葉』  
 
小松 源助 先生の訳 最終講義録 1993 年 
      
『 どのような新しい社会改良においても、ソーシャル・ケース・ワークは二つの重要な段
階で役割を果たすことになる。ソーシャル・ケース・ワークは、広範な組織的な運動に先
んじてなされ、そして劣悪な条件が個人と家族に圧力を及ぼしていることを正しく証拠づ
けることによって運動を方向づけていく。しかし後になって、ソーシャル・ケース・ワー
クは新しい立法上・行政上の方策をきめ細やく適用していく場合にも同じように役に立つ。
とくに最初の段階で、ソーシャル・ケース・ワークはこれらの新しい方策を実行に移して
いくよう促進していくうえで重要な役割を担うことができるのである。 
  もし私が永遠（とわ）の旅に出かけ、おそらく再び戻ってこれないとするならば、私は
これまで多くのよい経験をしてきた家族ソーシャルワークの同僚に対して自分のまさに
最後となる言葉を贈りたいと考えるが、それは次のようになろう。あなた方はコミュニテ
ィにある他のサービスや社会的活動と関連させながら自分たちの業務を研究し、発達させ
なさい。あなた方の日々の業務を徹底的に、しかも全体をふまえ、かつ絶えず念頭に置い
て実行していくことを学びなさい。結局のところ、社会は一つの組織をなしているのであ
るなら、あなた方がコミュニテイにある公私の社会資源を知り、また、社会の特定の小部
分というよりも、むしろ生活の主要な傾向を知るときに、あなた方はその組織の形態のな
かに、あなた方自身がもっている独自なものを織り込んでいくことができるのである。気
を狂わせるところまでいかなくても、動揺と混乱を引き起こすような妨害にぶつかるとし
ても、それらにかまうことなく、真の社会進歩が実現していくように、実地に即した歩み
を続けていくことに専念しなさい。 』 
 
 
